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I 
ご使用になる前に付属品をご確認ください。

付属品

•取扱説明書 （本書）
•安全上のご注意／保証召

ベルトクリップ

I 
ハンドストラップは必要に応じて下記のように取り付けてください。

ハ ン ド ス トラ ッ プ

ハンドストラップの取り付け

0 丈夫な市販のハンドストラyプを使用してください。

1 ベルトクリップの取り付け
ベルトクリップをレールにあわせカチッと音がするまで、確実にスライドします。

ベル ト ク リ ッ プ

� 
ベルトクリップを外すときは、指を使わ ずにドラ
イバー等でロックレバーを上げながらスライドし
て外します。 指を使うと爪を 1由がしてケガの原
因になることがあります。

電池の入れかた
①ロックレバーを矢印万向にスラ介：'-"□'!r.フを解

除してフタを開けます。

②オプジョンのニッケル水素電池(FNB-135) また
は市販の単3形アルカリ乾電池をマイナス(-)
から入れます。
電池の極性 (+)(-)を注意してぐささい。

防水パッキン

③フタを「カチッ」と音がするまで確実 に押し込
みロックします。

゜ 防水性能を維持するため、フタをロックする前
に防水バッキンのキズ、劣化、外れ、汚れ等
が無いことを確認してください。

1 バッテリ ー インジケ ータ ーの設定 I 
初期値は市販のアルカリ乾電池を使用する"AL"に設定 されていますが、オプジョ
ンのFNB-135を使用する場合は"nH"に設定します。

①［音量ツマ：：：］を左にまわしきり電源を
切ります。

② [MODE]を押しながら［音量ツマ：：：］を
右にまわし、電源を入れます。
セットメニューの"cb-xx "が表示されます。

③ [MODE]を押して、"bt-xx"を選択しま
g。

④ LA.lまたは［ヽ,iを押して、 使用
する電池を選択します。
アルカリ乾電池の場合："AL"
FNB- 135 の場合："nH "

⑤ ［通話 (PTT)] を押します。
霙を芦し、セ ッ ト メニュ ーを終了し ます。
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［音量ツマミ］

[lv100E] 
［通話(PTT)]

電池の使用時間と注意事項

電池の持続時間を延ばすには
使用できる時間の目安は次のとありです。まだス ーバーセープ機能（セットメニュ―

"bS-xx"参照）を使用すると、さうに電池の持続時間を延ばすことができます。

巳戸□累。

使用上の注意
市販の単3形アルカリ乾電池とオプジョンのニッケル水素電池(FNB-135)について
0使用せず保管してあぐ団ブでもわずかながら霊池の劣化が進みます。
0長時間使用L.,tふい場合は、ニッケル水素電池(FNB-135)またはアルカリ乾電池を取り外し

てぐどさい。
0ときどき電池ケースの錨子と電池の電極を乾い芝布や綿棒で拭いて＜をさい。

端子や電極が汚れていると、接触不良となり正しく使用できないばかりではなく、発熱·
破裂などの原因になります。

0電池を交換するときは、電源を切ってください。
0ニッケル水素電池(FNB-135)または市販の単3形アルカリ乾電池以外の電池は絶対に使

用しないでください。 故障や火災の原因になります。
オプジョンのニッケル水素電池(Ft'8-135)について
0当社指定以外の充電器や AC アダプダ� 火災や故障の原因Iこ

なります。
0初めて使用するときは、必ず充電してください。
0充軍のしかたは、 「急速充電翌セットVAC-68」 の取扱説朝書をご蓑ください。
0充放電を繰り返すと使用できる時間が徐々に短くなります。
0長期問保筐した場合は電池容呈が低下していることがあります。 必ず充零してガら使用し

てぐざさい。

各部の名前と機能

① アンテナ
電波法上、取り外しができない構造になっています。

② 遍話 (PTT) スイッチ
押している間は通話、放すと待ち受けの状態になります。

③ ロックキー

約1秒長押しするとキーロックが動作します。再度約1秒長押しするとキーロッ
クを解除します。

④ 電源スイッチ／畜量ツマミ
右へまわすと竜源が入り、更にまわすと音畠の調節になります。
カチッと音がするまで左へまわし切ると電源が切れます。

@ MIC/SP蝙子
オプジョンのスヒーカー／マイクロホンなどを接続する難子です。
$! プ

ん／
ヨンを使用しないときに、キャ ップをしっかり付けないと防水にはなりま

⑥ ディスブレイ
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⑦ MODEキー

押 すだびに通話モードが切り替わります。
⑧ A.(アップ）/v-(ダウン）キー

押 すたびにチャンネルがアップ／ダウンします。
⑨ マイク
⑩ スピーカー

k 

A. コ ールバッ ク使用時に表示 F. 電池残量表示
AC・・・通話可能 G. ォ ートバワ ー セ ー ブ表示II外・・・通話不可能

B. 送信時に表示 オ―トバワー セーブをONIこすると表示

C. 受信時に表示 H. 秘話モ ー ド 時に表ホ
D. ロ ッ ク 表m I. 通話中表示

キ ーをロックしたときに表示 J. チ ャ ン ネル番号表示
E. 中継チャンネル表示 K. セットメ ー ュ ー の表示

中継チャンネル時に表示 Lグル ー プコ ー ド表m

I 
本 機には、周囲の状況に応じて選べる3つの通話方法（ノーマルモード、グループ
モード、秘話モ―ド）があります。
通話のしかたはどのモードでも同じで、ここ では基本となるノーマルモードの通話
方法を説明します。

基本的な通話のしかた（ノ ー マルモ ー ド）

①電源を入れる
［音量 ツ マ ミ ］ を右へまわす。
「ピッ」と音が鳴ります。

チャンネル衷示

②チャンネルをあわせる
[A.]または［ヽrlを押して、
相手と同じチャンネルにする。

④押しながら話す
［通話(PTT)]を押しながらマイクに向
かって話g。

・［通話(PTT)]を押すと 「ピッ」と音が鳴り、
デイスプレイに ‘、 国ヨ"と"通話” が点
灯してから話をしてぐざさい。

・［通話(PTT)]を放すと、待ち受 け状態
になり相手の音声を聞くことができます。

＠音量を調鰤する
［音昌ツマミ］を12時の位置にあわせ、相手の音声を受信して
いる ときに音量を調節 する。

通話モ ー ドの切り替えかた
通話を行う モ ー ド （ 通話モ ー ド）と し て、 次の3通リの方法があリま す。
周囲の状況に応 じ て 使い分けて ください。
ノ ー マルモ ー ト: "疇他のグル ープの通話が聞こえる心配がないとき。
グループモ ー ド ，疇他のクループの通話が聞こえてわずらわし いと き。

チ ャ ン ネ ル番号とグル ープコ ー ド が一致す る と通話
ができます。

"疇他の人に通話を聞か れた くないとき。秘話モ ー ド

ノ ー マルモー ド

グルー プモー ド

ノ ー マル＋秘話モー ド

グルー プ＋秘話モー ド
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O[A.lまたは［ヽ,iを押すと、チャンネルは下記のように変わります。
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10、 "'---- _� ,,.,03 
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〇電源を入れるとデイスプレイ1こ"Er (エラー） が表示

ばf、�!:;"↑ご厄＿イ竺誓は二塁�uこ
る」可能性があ，）ます。
通話する前に「接続したスビーカーマイクロホンやタ11:'.ンマイクのねじ込み式
プラグが確実に締め付lナてあるか」または「スピーカー （イヤホ:;) が断緑
しa屯いか」点検烈又ぐさ祖,\(セットメニュー SP-xx参照）。

〇相手の声が途切れて聞こえるときは、モニター機能を使用すると途切れなく
なりますなります（ “

一時的にモニターをする” 参照）。
0 連続 して通話できる時間は3分以内で、 その問デイスプレイに"通話” が点

灯します。
3分問連続して通話し続 けると、送信は自動的に停止します。
なあ、送信が停止する30秒前になると、デイスプレイに数字でカウントダウ
ンが表示され、送信が停止する 10秒前には、「ピピピッ」と警告音が嗚ります。
ま乞送信が停止した場合、その後の2秒間は ［通話(PTT)]を押しても 「プーツ
プーップーツ」と琶告音が鳴，）送信できません。

〇他局の信号を受信しているときは、送信できません。
ディスプレイに ‘‘費偏"が点灯中、［通話(PTT)]を押しても「プーップーツ …」
と警告音が0刷送信できません。だだし"ii話"が点灯している間に［通話
(PTT)]を押すと送信します。

I キ ー をロックする I 
誤ってキー ([A,.l[ヽ,J、[MODE])に触れても設定 が変わらない、さらにディ
スプレイの表示をしない設定町こすることができます。
※：電池残呈アイコンは表示されます。

こ
■ キ ー ロックを解除する
再度[On]を約1秒以上押します。

「ププッ」と嗚ってキーのロックザ解除され、"On"が消えます。

[On] 

� 
セットメニューの"hd-xx"を"ON"に設定 すると、[On]キーを約
1秒以上押したときに、 キーロックと共 1 こディスプ レイを非表示にす
るこ匂ができます。

①［音量ツマミ］を左にまわしき•）電源
を切ります。

② [MODE]を押しながら［音量ツマミ］
を右1苫まわし、電源を入れます。
セットメニューの"cb-xx"が表示されます。

③ [MODE]を押して、"hd-xx"を選択
しまg。

④ [A.]または［ヽ,Jを押して、‘、ON"
に選択します。

⑤ ［通話 (PTT)] を押します。
設定を確定し、 セ ッ ト メニュ ー を終3し ます。
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I 
スケルチ機能をOFFIこ して、受信信号の状態を一時的にモニターする 機能です。

一時的にモニタ ー をする

■モニターにする
① ［音量ツマミ］を左にまわしきり、電源を切ります。
②［▼］を押しながら［音量ツマ：：：］を右にまわし電源を

入れます。

■モニターを解除する
一度電源を切り、再度［音量ツマミ］を右にまわし電源を
入れます。

己

」
E

①［音量ツマミ］を左にまわいきり電源を切ります。

口
② [On]を押しながら［音量ツマ：：：］を右に

まt.JL,、電源を入れます。
"On"が点灯してキ ーがロックされ、約2 秒後
にディスプレイの表示が消えまd。

［音量ツマミ］

I 中継機能～通話距離をのばすにl;t~ I 
途中にピル な どの障害物がある場合や、相手との距離が離れ ている場合な
ど、 電波が届かずに通話でき ないと きは、当社対応 の中継器を中間点に設
置す る こ とによ り 、交信範囲が広が り ま す。
なあ中継器の詳細に つい て は、あ買い上げい た だきまし た販売店ま た は
八重洲無線株式会社国内営業部にあ問い合わせ ください。

潔 曽

■キ ー ロックとディスプレイ非表示を解除する
再度[On]を約1秒以上押します。
「ププッ」 と潟ってキ ーのロックが解除されて"On"が消え、ディスプレ

イが表示されます。

。電源を切っても、キ ーロックとディスプレイ非表示を解除するこ
とができます。

グル ー プコ ー ド が同じ
なので蘭こえる一

グル ー プコ
ー ド"01" グル ー プコ

ー ド"01"

ふ誓応7�コ
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② [MODE]を押しながら[A.]を押します。
グループコ ードが点滅します。

③ [A.]まtBct[ヽ,iを押してグループコ—

ドを選びます。
GP-01 -GP-47 (4了通り） から選択します。

グループコ ー ド
I I 

c::
GP-01← GP-02· · ·GP-46← GP-47♦1

d754 -++d743· · ·d023-++d□17.) 

④［通話 (PTT)] を押しま屯
設定が終3します。
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〇烹門喜:?g-gは、下記の機能碑用咋ことができません。

・ セレコー）H幾能
・オートチャンネル セレクト機能
・クローン機能

暉機能を虞定li
下記の操作 を行っと、中継機能用のチャンネル（合計27チャンネル）が追加さ
れます。
① ［音量ツマミ］を左にまわしきり、電源を切ります。
② [A.]を押しながら［音量ツマミ］を右にまわし、電源を入れます。

中継概能用のチャンネルが追加されます。
③ [A.]または［ヽ,Jを押すたびに、チャンネル番号が変わります。

c:µ 

芦

enµ 国

1, 2, 3 •• • 9
9チャンネルタイプ

10,11,12 ・ ・ ・18
中継用9チャツネルタイプ

01, 02,03· • ·11 
11チャンネルタイプ

12, 13,14 ・ ・ ・ 28
中継用 18チャソネルタイプ

■設定を解除する
① ［音量ツマミ］を左にまわしきり電源を切リます。
② [.Alを押しながら音量ツマミを右にまわし、電濡を入れます。

通話の：しかた
① [.Alまたは[v-lを押して、中継用チャンネルの中で中継器と同じチャン

ネル番号にあわせます。
② “基本的な通話のしガだ” と同様に通話します。
⑮ ° グループモードを使用するこ己fできます（中継器と同じグループコ —ドにあわ

せてください ）。
0[通話(PTT)]を押すと 「ピッ」 と音が嗚り、ディスプレイ

に “遍話"が点灯します。"遍話"が点灯中に話をすると、
お互い音声が途切れ ず交信することができます。
交信中 “遍饂＇ が消灯したら、再度［通話(PTT)]を押して ‘‘遍饂’ が点灯
してから話をしてください。

〇当社指定の中継器のみ使用可能です。

I 
秘話モ ー ドに設定 し て い ない人は、通話内容を聞 き取れ なくな り ます。
秘話モ ー ド は、ノ ー マ ルモ ー ド、グル ープモ ー ドのどちらでも使用す るこ
と ができます。

゜

秘話モー ド

通話の内容が
わかる一

松話機能"ON" 秘話機能"ON"

＼唸霊�1

_.., 

秘話機能"OFF"

〇仲問同土以外でも、同 じチャ ン ネ ル で秘話機能を動作さ せて いれば、通
話内容を聞かれる場合があり ますので、重要な内容の交信は控えるよ
う に し て く ださい。

〇秘話慨能付トランシ ー バ ー でも、機種が違う と、交信できない場合が
あり ます。

0 FTH-314/-314L以外の トランジ ー バー と通話をすると、音色が異なる
場合があり ます。

秘話云 二 出こ切 U 賛える
"Di日” が点灯するまで、[MODE]を何度ガ押します。

mが点灯

rn ノ ー マル＋秘話モー ドの場合
[MODE] 

[On] 

Eが点灯

� グルー プ＋秘話モー ドの場合

I 
「同 じチャ ン ネ ル で、他のグル ープの通話が聞こえてわずらわし い」そんな
時に、あらかじめ同 じグル ープコ ー ドに設定 し てあくと 仲間同土の音声だ
けが聞こえます。

グルー プモー ド
設定のし ．た
運用する前に仲間同土で同じクループコ—ドに設定します。
初期値は"01'' に設定してあります。

① [MODE]を押してグループモードにします。
現在設定し ているグループコ ードが表示されます。

通話のし加と
“基本的な通話のしガた” と同様に行います。
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グループコ 一ド(47種類 ）が不足した時など、グループコ 一ドに替えて、108
種類のDCSコ ード(d017-d754)を使用gることができまむ

で゜1.... 心P-02·· ·GP-46 .. GP-47う
I 1 
♦d754 .. d743· · ·d023 .. d017+ I l 

DCSコ ー ド
グループコ ードが38通りの旧機種と通話する場合は、GP-1-GP-38以内
で設定してください。 それ以外のグループ:J—ドを使用すると通話できなくな
ります。

-話のしか!,..
“基本的な通話のしかだと同様に行います。
�i也人の通話が聞こえる場合は、グループコ —卜を変更してください。

株式会社エクセリ　東京都中央区日本橋浜町2-30-1 / 大阪府大阪市中央区久太郎町1-9-5　URL : https : //www.exseli.com/

https://www.exseli.com/details/2913/FTH-314.html
https://www.exseli.com/details/2914/FTH-314L.html


セットメニューで行う機能

I セットメニューの一覧表 I 
表示 I 項 目 I （太

設
字

定
： 初

値
羅※値） 1 参照

コールバック機能
cb -xx "ON' に設定すると、 グループモード時1こコ＿ルバッ列幾能包吏用す OFF/ON A ると、 「通話さきる範囲にいるか」 または 「電殿を切ってし沿いか」

を電子音とアイコンで常時チェ、y'JL,ながら通話ができます。
スキャン機能

Sc-xx "ALL" に設定すると、 自動でチャンネJ淀切リ替えながら信号を OFF/ALL B 探しまg。 信号を受信するとスキャンが一時的に停止し、 信号が
なくなると、 約 1 0 秒後に再びスキャンを開始します。
ビープ音の ON/OFF
キーやスイッチを押しだときに、 確認音として電了音が蹂，）ます。

bP-xx ピープ音が耳障りなときは OFF Iこ設定してください。 ON/OFF 
「tb」 を "ON' に設定し、 「tt」 でt::'ープ音の音塁を網整すること
ができます (「tt - xxJ 参照）。
送信ピープ音の ON/OFF

tb-xx "ON' に設定すると、 ［ 通話 (PTT)] を押して送信を始めた際に電子 OFF/ON 音ガ鳴り、 送信状態になったことを音で確認することができます。
まだ、 "Qt..(' に設定することで 「tt」 の項目が追刀おれます。
送信ピープ音の音量調整
dF は音量と 「bP」 と 「tb」 のピープ音を連動で音量ソマミに口固

tt-xx 竪します。 1- 15 に設定すると音三ツマミに関係なく設定された dF/1 - 15  
音望でピープが潟ります。 数字が大きくなるほビ音塁が大きくなり
ます。
照明フンプの設定

LP-xx キーを押したとき 2 秒間ディスプレイの照明が点灯します。 2/0FF 
"OFF" Iこtj",;'xと照明は常時消灯します。
オ—トバワーセ＿プの設定

AP-xx "ON'' に設定するとディスプレイに 口
自動

が
的

点
に

灯ロL,, 2時間何も操作 OFF/ON しないと電源の切リ忘れとみなし、 電源を OFF Iこします。
1 分前に 「ププッ」 と巴告音が嗚り、 電源が切れます。
コールサイ冴ーコ機能

cS-xx 中問同士で違う番号のコールサインを設定してあくと、 電子 1 - 5 C 音の回数で誰から呼ばれたのガコールサインとして判別dるこ
とができます。
外部マイク感度の設定

EG-xx 外部マイクの感度を詢整します。 数字が大きくなるほど感度は上が 1/2/3/AU D ります。 ‘‘四＇ は音声の大小に応じて自動さ図切な感度を謂整しま
す。
内部マイク感度の設定

IG-xx 内部マイクの感度を調節します。 歎字が大きくなるほど感度lcl上が 1/2/3/AU D ります。 "AU' は音声の大小に応じて自動芍図切な感度を謂整区ま
す。
コンバンダー機能
℃ N' に設定すると、 相手が話しているときに聞こえる 「サー」 と

cP-xx いうバックノイズを軽減い 相手の音声を聞き取りやすぐ元吋。 OFF/ON 
舗足 ＇ 相手のトランジーバーも、 コンパンダー機能を ON に設定し

てください。
送信禁止機能

tP-xx "ON'' に設定すると、 ［ 通話 (PT窃 を押しても にfープー ・ ・ ・ 」 OFF/ON と警告音が鳴り、 デイスプレイ1こ ‘、Err" と表示されて送信できま
せん。 受信専用で使用するときこ設定しまg。
PTT ホールト讀能
［ 通話 (PTT)] を押している間送信し、 放すと待ち受けの状態にな
ります。
"ON'' に設定すると ［ 通話 (PTT)] を一度押寸と連続送信状態 （ 最
大3分間 ） となり、 もう一度押すと待ち受けの状態に戻るホール
ド機能付き PTT スイッチとして動作しま-g- (外部マイクの ［ 通話
(PTT)] では、 この機能は動作しません） 。
舗足 ： 送信が 2 分 30 秒経過するとディスプ／イにカウントダウンを

Ph-xx 開始して、 10 秒前に 「臼ゴ2ッ」 と予告音が舅以 3 分経過 OFF/ON E す琴待ち受団己戻滉TI 2 秒間 r7—yプーップーy」 と誓告
音が嗚り送信でぎません。 送侶したい場合lcl 芦告音が嗚り
終わってガら ［通話 (PTT)] 包祖して<J"J,t,、

[MODE] を押しながら ［ 通話 (PTT)] を押すと、 自動送信復帰機
能が動作します。 星本動作は補足文記載内容と同様ですが、 連
続送信が3分経過すると一旦待ち受け状態になり、 そのチャンネ
ルで他に使用者がいなければ、 約2秒後1こ自動で送信状態に戻'）
ます。 この動作を巨動で繰り返します。 自動送信復帰機能が動
作しているときには、 通話アイコンが点滅しています。
vox 機能の ON/OFF

oc-xx vox 機能を使用するときは "ON" に設定します。 OFF/ON F 
"ON'' に設定すると 「ol」 と 「cr」 の項目が追加されます。

ol—双 vox 感度の設定 1 - 9 - 1 5 F 数字が大きくなるほど送信状態になるときの感度が上がります。
vox 遅延時間の設定 1 - 5 - 1 5 F or-xx 話をやめてから待ち受け状態に戻るまでの時間を設定しよす。 (0. 1 秒間隔）

才—トチャンネルti.,牙舟隻能
Ac-xx 誰も使用 していないチャンネルを自動で探し出し、 相手局と交信 OFF/ON G 

することができます。
音質切替え機能
高域をカットした音声のみを強調した音質で受信します。

hE-xx 相手がバックノイズの多い場所などで運用しているときに効 1/2 
果を発揮します。 " 1 " に設定すると、 裔域が効いたメリハリ
のある音質で受信します。
スケルチレベルの調整
信号が入感していなし\/:::きに出る 耳障りなノイズ （「ザーツ」 音）

Sq-xx を消すことができまむ 数字が大きいほどレベルが高くなります。 1 � 4 舗足 ： スケルチレベルを上げすぎるとノイズは消えやすくな，）ます
が、 弱い電波が入感しなくなることがありますので、 必要
に応し;c詢函してください。

オーディオアクヒザ）-<D設定
"2" に設定すると、 スピーカーマイクロホンやタイピンマイクのス
ビーカー （まだはイヤホン） が断線しだときに、 応急用としてあ手
持ちのスマ—トホン用イヤホンを使用することができます。 通話す

EP-xx る場合は、 トランジーバーのマイクで PTT :l.イッチを押して送信して 1 /2 ください。
注憲 ： 全てのイヤホンが使用できる保障1ぷございません。 あくま

でも応急用ですので、 弊社オプジョンのご使用を推奨しま
す。

通常は "1 '' に設定し、 使用してください。
イヤホン断線チェ•y'}

SP-xx 接続しているオブジヨンのスピーカーマイクロホンやタイピソマイクの OFF/ON スピーカー （またはイヤホン） が断線している場合、 本機の電源を
入れたときに ‘、Er" とディスプレイに表示し警告します。
セレコールの呼び出し設定

SL-xx セレコール機能を使用するときは "ON" に設定します。 OFF/ON H 
"ON'' に設定すると 「Si」 「SG」 「Sb」 の項目が追加されます。

Si-xx セレコールの ID 設定 0 1  - 99 H 個別呼び出し用の ID を設定します。
SG-xx セレコールのグループ設定 GO - G9 H グループ呼び出し用の ID を設定します。

セコールの編信音設定
Sb-xx 着信音のピー プを設定しまむ OFF/ 1- 3 H 

OFF: t::'―プ音 OFF、 1 : バダーン1、 2 : バターン2、 3 連続
'7'.Y: 砂チポリュームの設定

PS-xx "ON" に設定すると、 音量ツマミをまわさずに [ On ] キーを短押 OFF/ON I しすることでワンタッチで音量を一時的に下げることができます。
再度押すと解除されます。
スーバーセープ機能の設定
"ON" に設定すると、 待ち受け状態で約2秒閾キー操作がないと

bS-xx 霊池パックの消耗を防ぐ機能が動作します。 信号を受信時また1改 OFF/ON 表面
キー操作を行うとセープ機能は解除されます。
舗足 "ON" に設定すると、 受信中頭切れを起こすことがあります。
バゾテリーインジケータ一の設定

bt-xx 初期値は市販のアルカリ乾電池を使用する "AL" に設定されてい AL/nH 表面
ます。 オプジョンiD FNB- 135 を使用する場合は"nH" に設定します。
キ＿ロック ・ ディスプレイ非表示設定

hd-xx "ON'' に設定すると、 ロックキーを押し包とき、 キーロックと共にディ OFF/ON 表面
スプレ伎：非表示にすることができます。
クロ—環能

cl-xx 送り側に設定してある内容をワイヤレスで複数台一斉にコピー OFF/ON J 
することができます。

※ ： 設定値デイスプレイ表示 "OFF" → "oF" , "ON" → "on" , '、ALL" → "AL" 

I セットメニューの操作 I 
各セ ッ ト メニ ュ ーの設定を変更す る と き は次の手順で行い ます。

① ［ 音量ツマ：：： ］ を左にまわしきり電源を切ります。

② [MODE] を押しながら ［ 音量ツマミ ］ を
右にまわし、 電源を入れます。
セットメニューの "cb—双" が表示されます。

③ [MODE] を押すだびに、 セットメニュー

の項目が切り替わりま屯
設定したいメニューを選択します。
例 ： "Sc-双" を選択
[ On ] を押gたびに、 セットメニューの項目
が後退します。

④ [ A. ] または ［ ヽ, 1 を押して、 点滅し
ている設定値を選択します。

⑤ ［ 通話 (PT可 を押します。
設定を確定し、 セッ ト メニュー を終了 します。

� [ 通話 (PTT)] 以外に電源砂っても、 設定を確定して
セットメニューを終了することができまg。
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A :  コールバック機能 (cb-xx) ~通話可能か常時チェックしたい- I
グル ー プモ ー ド時に、 コ ー ルバッ ク機能を使用 す る と、 「通話できる範囲 1こ
いるか」 ま た は 「電源 を切 っ て いないか」、 電子音と ア イ コ ン で常時チ ェ ッ
ク しながら通話ができ ま す。

通話できない時は "l!!I外＂ が点灯

良
通話できる時は "QI

ぐ
が 点灯

戸
状 況 電子音 アイコン表示

ごこ喜旦言旦言言二塁言� Iご塁言る
コル ---�機能を便用写＿ -C�、
あ ら か じめ [MODE] を押 し て グル ー プモ ー ドに し て く だ
さ い。
仲間同士で決めた 「グループコード」 と 「チャンネル番号」 が設定さ
れているか確認し 下記のセットメニュー (cb) を "on" に設定します。

,oF(初期値）1芦
＇

名ご讐品［孟豆
コ ー ルバッ刃幾能を ON します。

on I 
相手局と通話可能か定期 的 に 自 動で送信してチェッ
ク し ま d。 通 話 可 能 時 "OK" 、 通 話 不 可 能 時
"l!!I外＂ が点灯します。

� o コールバック機能が動作中、 通話することも可能です。
「基本的な通話のしかた」 と同様に通話できます。

〇 同じチャンネルとグ）レープコードが他の使用者に使われているときは、 仲間同
士で他のチャンネ）Kこグループコ—ドに切り替えてください。

〇 他のグ）レープの人が同じチャンネルを使って通話している時は、 音声は聞こえ
ませんが 受信状態 （ ディスプレイに 置儘” が点灯 ） になり、 通話できません。

I B :  スキャン機能 (Sc- xx ) ~受信信号を鰈す~ I 
自動でチャンネルを切リ替えながら信号を探す機能です。 信号を受信するとスキャ
ンが一時的に停止し、 信号がなくなると、 約 1 0 秒後に再びスキャンを開始します。

スキャン機能を使用する場合は、 あらかじめ下記のセットメニュー (Sc) で "AL" を設定します。

oF (初期値） 1スキャン概能を OFF [こします。
AL 全チャンネルをスキャンします。

ス． t=:-\7�機能を使用定る

スキャンを開始する

[ A. ] または ［ ヽ, i を約 1 秒以上押します。
チ ャ ンネ ル を ス キ ャン することができます。

□ チ ャ ン ネ ル番 可
グルー プコ ー ド

〗
工

戸

0 スキャンを開始しだチャンネル
からスキャンします。

ー 2 ー3 -4-5-6- 7- 8- 9
1 -c;1

0
← -→ -0 1,02

-09 ← ― 
ー08-0 7 - □6- □5-04-0ざ

中継機能用チャンネルが追加
された場合、 中継機能用チャ 29: , o

·' 1-1 2-1 3-1 4-1 5- 1 6- 1  7-1 8-1 2-1 3 ← — → ·1 4.1 5 
:1 6 

ンネルからスキャンを開始する 28·2 1-26- - ----
25·24-23·22-2 1·20 ·1 9 -l s·l 7 

と中継機能用チャンネルのみ
スキャゾ呆ます。

スキャン方向を変更する
スキャン中に [ .A l または ［ ヽr l を押します。
ス キ ャ ン方向 を変えることができます。

スキャンを停止する
[MODE] または ［ 通話 (PTnl を押します。

c :  コールサイントーン機能の設定と使用 方法 (cS-xx)
～相手をコールサインで呼び出したい一

本卿こコールサインを設定することができます。
最大 5 局まで設定することができ、 初期値は 1 に設定されています。
仲 間 同土で違う番号のコールサインを設定してあくと、 自局に設定した電子音の
コールサインが相手局に送出され、 誰から呼ばれだのガ電子音の回数でコールサ
インとして判断することができます。

言ピロロ

相手を呼び出す．
送信中に [MODE] を押します。
押している間だけ設定したコールサインを相手に送出することができまg。

五

o :  マイク感度の設定 (EG- xx /IG- xx )
～外部マイク ／ 内部マイクの感動を設定する～

外部マイ ク 感度の設定 (EG-xx)
外部マイクのマイク感度を設定します。

"i□ 1三言こ這切な感度を調整します。 I □且刀
内部マイ ク 感度の設定 (IG-xx)
トランジーバ一本体に内蔵してあるマイクの感度を設定します。

"ご：直如感度を調整します。

［ 通話 (PTT)] スイッチを押したときの動作を設定します。

oF ［ 通話 (PTDJ を押している間送信い 放すと待ち受けの
（初期値） 状態になります。

［ 通話 (PTT)] を一度押すと連続送信状態 （ 最大3分間 ）
となり、 もう一度押すと待ち受けの状態に戻るホールド
機能付き PTT スイッチとして動作します （外部マイクの
［ 通話 (PTT)] では、 この機能は動作しません） 。
襴足 ． 送信が 2 分 30 秒経過するとディスプレイ1こカウ

ントダウンを開始して、 1 0 秒前に 「ピ已ピッ」 と
予告音が鳴り、 3 分経過すると待ち受けに戻り
約 2 秒閻 「プーップー ツプーツ」 と琶告音が鳴り
送信できまビん。 送信したい場合は、 警告音がon 嗚，）終わってから ［通話 (PTT)]を押してください。

[MODE] を押しながら ［ 通話 (Pm] を押すと、 自 動送
信復帰機能が動作します。
基本動作は補足文記戦内容と同様ですが、 連続送信
が3分経過すると一旦待ち受け状態になり、 そのチャン
ネルで他に使用者がいなければ、 約2秒後に自動で送
信状態に戻ります。 この動作を自動で繰り返します。 自
動送信復悟機能が動作しているときには、 通話アイコン
が点滅しています。

I � 溢認盆聾i己��
) I 

� 

F :  VOX 機能の設定と使用 方法 (oc-xx/ol-xx/or-xx) ~音声で自動送信をする～

PTT スイッチを押さなくても、 音声により送信 ／ 待ち受けを自動的に切り替える
ことができます。 話訳と送信、 話をやめると待ち受けの状態に戻ります。

〇 ゜ オブジョンの vox ヘッドセット SSM-64A を使用する場合は、 本機の vox 機
能 （ セットメニュー oc) を OFF に設定してぐどさい。

0 スピーカーから音が出ているときは、 vox 機能因励乍しません。
〇 この vox 猥能は本機単体で使用するもので、 オプジョンの外部マイクロホン

では使用できません。
0 キーや音塁ツマミを操作したときの振動がマイクに伝わり、 誤送信することが

あります。
0 話しはじめに音声の頭切れを起こすことがあります。
0 vox 感度を上げると周囲の音で誤送侶することがあります。
0 PTT ホールド機能と同時に使用することはできません。

oF (

:njl}j

イ直）

I三［日�!�{f;o,」 の項目が追加され討。1 口五這

■ vox 感度を設定する (ol-xx)
送信状態になるときの感度を設定します。

1 1 - 9 (初期値） - 1 5 1vox 感度を設疋します。
〇 言靡四冨二塁言塁ご；�送信状態になる場合は、 vox 感

— -- -、 一 、 l 五□
■ vox 遅延時間を設定する (or-xx)
話をやめてから待ち受け状態に戻るまでの時間を、 約 0. 1 秒間隔で 0. 1 秒 （設
定値 " 1 '' ) ~ 1 .5 秒 （設定値 " 1 5" ) の間で設定することができます。

1 1 - 5 (初期値） - 1 5 lvox 遅延時間を設定します。 ]
こ

通話の＿ ：ーしか．
本機の内蔵マイクに向けて、 話すと送信、 話をやめると待ち受けの状態に戻ります。

G :  オートチャンネルセレクト機能の設定と使用 方法 (Ac-xx) ~空チャンネルを 自 動で搬す～

［ 通話 (PTT)] を押すたびに、 誰も使用 していないチャンネルを自動で探し出し、
相手局と交信することができます。

� �  分と相手のトランジー バーを同じ設定こしてください。
グループモードに設定し、 グループコ—ド （ま四去 DCS ゴード） を含わせる。

・ オートチャンネル�レクト機能を ON する。

e ; ニご翌言鳳二喜↑；ご塁讐。
と同 時に使用咋ことはできません。

スキャン機能
・ コールバック機能

H :  セレコール機能 (Si- xx /SG- xx /Sb- xx ) ~特定の局を呼び出したい～

セレコールは 3 種類の呼び出しができます。
◎ 個別呼び出し (0 1 - 99)

0 1  - 99 ガら選択した相手局のみ呼び出すことができます。
◎ グループ呼び出し (GO - G9)

0 - 9 から選択したグループのみ呼び出すことができます。
◎ 全局一斉呼び出 し (ALL)

一斉に呼び出すことができます。
0 ゜ 個別とグループで呼び出ぎ記ときは、 若信音で知らせることができます（セッ

トメニュー Sb-xx)。
〇 機能を使用する場合は、 あらかじめ仲間同士でセしコール ID とグループナン

バ→の設定が必要です。
〇 グループモードや秘話モードでもセレゴール機能を使用することができます。
0 セレコール機能が対応していないトランジーバーで、 同じチャンネルを待ち受け

しても呼び出しをすることはできません。
〇 ° 電波の弱い場所やノイズの多いところでは、 セレコール機能が動作しない場

合があります。
0 FTH-307 /-308/-508 等と個別呼び出しを行う場合は、 1 - 20 までの ID を

設定してくをさい。
0 セレコール機能は下記の機能と同時に使用することはできません。 セレコール

機能が優先されます。
・ コールバック機能 ・ vox 機能 ・ オートチャンネルセレクト機能
・ コール機能 ・ スキャン啜能

特定の相手局だけを呼び出す （個別）

,� �i
ー

プ円 ヽ

プ

ロIJ : 04 ID : 05 

自局と同じグループだけを呼び出す （グループ）

`
[

 

全局を一斉に呼び出す （一斉）

送り側

． ・ ・ . . .グルー プ ： G2- ・ ・

: ID : 04 

D :  05 

古出びB
 

山A“

iD

 
セレコール機能を使用する前に、 下記の準備をしてください。

セレコール機能を使用する (SL- xx ) 
セットメニュー (SL-xx) でセレコール機能を "on" に設定します。
oF (

!� 
期値）

記ば::i�::は二；改 ON IZ設定します。 I [s己
自局のセレコール D を設定する (Si- xx ) 
0 1  ~ 99 から各トランジーバーに違う ID を設定します。

I o , c 初期値 ） - 99 I自局のセしコール ID を選択します。

自 局のグ）I,-プを設定する (SG- xx )
GO - G9 から自局グ）レープの ID を設定します。

I GO ( 初期値 ） - G9 I自局のグループを選択します。

J : クローン機能 (cl-xx) ~同じ設定に複製する～

送り側に設定してある内容をフイヤレスで複敬台一斉にコピーすることができま
す。
コピーできる設定内容は下記のようになります。

◎ 現在設定しているチャンネル ／ グループコード /DCS コード
◎ 現在設定している通話モ— ド （ノーマル ／ グループ ／ 秘話）

◎ セットメニューの設定内容

� --ァ. >-
一

受け側

0 

贔
胃

$8 雑音の多い場所でクローン機能を行うと正常にコピーさきない場合があります。
送り側と受け側を 1 m以内に近づけた状態で、 クローンを行ってください。

〇 クロ—遭能は FTH-3 14/-3 14L 同士のみ使用することができます。

oF (初期値）1; ニ芦：認悶旦;�::�↓
F
は二塁，O チャンネon ル表示が "AU'' に変わります。

［ 通話 (Pffi] を押して、 一呼吸あいてから通話します。
押した瞬間に、 誰も使用していないチャンネルを自動的に探します。

戸

呼び出しをず
① チャンネルスイッチをまわして、 相手局と同じチャンネルにあわせます。
② [MODE] を押しながら ［ ヽ, i を押します。

ディスプレイに "SCAL" が点滅し、 セレコール選択画面になります。

0 1  ~ 99 ⇔  GO ~ G9 ← ALL 
3五l

( [A]または["] ) 

③ [ A. ] または [ v- J で呼び出し万法を選択します。
個別で呼び出す ・ ・ ・ ・ ・ 呼び出したい相 手局のセレコール ID

(Sc 01 ~ Sc 99) を選択します。

グループで呼び出す · ・ ・ 呼 び 出 したいグループ (Sc GO ~ 
Sc G9) を選択します。

全局を呼び出す · · · · · Sc AL を選択します。

回
召

④ 上記のいずれかが表示されている時に、 ［ 通話 (PTT)] を押しながら相手局を呼
び出します。

び．出しー 受けた_�
個別呼び出しとグループ呼び出しは 「蓄信音が嗚る」 ※とともに、 ディスプレイに
セレコール表示とチャンネルが交互に点滅し着信を知らせます。

個別呼び出しを受けたとき

グループ呼び出しを受けたとき

全局呼び出しを受けたとき
（変化しない）

※ ： セレコール著信時にデイスプレイで着信を知らせる以外に、 セットメニュー

Sb- xxの設定により着信音で知らせることができます。

■ セ レ コ ール着信音を設定する (Sb- xx )
選択時に善信音が鳴り確認しながら設定することができます。

こ
芦

I :  ワンタッチポリュームの設定 (PS-xx)
～ワンタッチで音量を下げる～

ヒットメニュー (PS) により、 音量ツマ翠宝わさずに [ On ] を短押しすると、 ワンタッチで音量
を一時的に下げることができます。

' oF (�nWl儘） 『こ二孟ご竺9誓竺:�gが割り付Iサされます。 ？廷
■ワンタッチポリューム機能を使用する
[ On ] を短押U忌す。
ワンタッチポリュームの機能が動作中、 ディスプレイ表示が点滅します。

■ワンタッチポリューム機能を解除する
いずれかの万法で解除します。
• [ On ] を短押ししまg。
・ 電をオフにします。
• 3 分経過すると自動で解除されます。

1 受け側を設定する
セットメニュー (cl-xx) でクローン機能を "ON" に設定します。

'oF (
� 三

イ直）Ii�;�;;�; 巳三言示されます。 I @
2 送り側を設定する
① 受け側と同様、 セットメニュー (cl-xx) で久コ—ン機能を "ON" に設定します。
② ［ 通話 (PTT)] を押します。

データーが送出されます。
0 ゜ 受け側は正常にコピーされると 「ピッ」 と音がして、 コピーされた升ンネ

ルをデイスプレイに表示します。
0 "CCcL" のまま変化しない場合は、 再度 ［ 通話 (PTT)] を押すと送，）側か

らデーターが送出されまg。
③ 電源を切ります。

セ ッ ト メニュ ー の設定を終了 し ます。 受け側も霊源を切り ます。
さ 電源を OFF Iこすることで、 クローン機能は OFF Iこなりますので、 セットメニュー

で OFF Iこする必要はありません。

正常 に動かな い と き ～ フ ァ ク ト リ ー リ セ ッ ト ～

ス イ ッ チ を 押 し て も 反応 し な い と き や、 別紙の 『故障かな ？ と 思 う ま え
に． ． ． 』 の項巨 に従っ て点検 し て も王常に動作 しない と き は、 次の操作を行っ
て ください。
フ ァ ク ト リ ー リ セ ッ ト を行 う と 、 登録 した 内容はすべて消 さ れ、 工場出荷
時の ‘‘初期値" に戻 り ます。
① 一度、 ［ 音量ツマ：：：： ］ を左にまわしきり、 電源を切ります。
② LA. l、 ［ ヽ, J、 [MODE] を同時に押じながら ［ 音量ツマ：：：： ］ を右にまわし、

電源を入れます。
ディスプレイに "Fr" が表示されます。

③ ［ 通話 (PT而 を押します。
工場出荷時の “初期値" に戻ります。

オプション一覧表 定 格 キー操作早見表

畠 名 I 璽 奮
防浸型スピーカーマイクロホン M+了3A4B ※

スピーカーマイク□ホン M-+57A4B ※ 

タイピン型イヤホンマイク M-+62A4B ※ 

小型タイピンマイク MH-38 1A4B ※ 

ダイピンマイク （ 八重洲無線製 ） EK-3 13- 1 07 淡

vox ヘッドセット （ 八重洲無線製 ） SSM-64A ※ 

イヤホンアダプター CT- 1 0 1 ※ 

アンテナバンド （ 赤色 ） 1 2 個入り S80031 59 
アンテナバンド （ 青色 ） 12 個入り S8003 1 6 1  
アンテナバンド （ 黄色 ） 1 2 個入り S80031 63 
アンテナバ冴ド （ 橙色 ） 1 2 個入り S80031 65 
アンテナバンド （ 緑色 ） 1 2 個入り S8003 1 6了
ニッケル水素電池 FNB- 135 
急速充電器セット VAC-68 

※ ： ね じ込み式の防水プラ グを使用 し ているため、 確実に締め付けて ご使用 ください。

〇 悶竺誓誌讐品は覧翌壽}:Jt:。 きないことがあ り

カタログ及びその他の霰新情報は八重洲無線株式会社のホームページ http://www.yaesu
com/jp/ を参照してください。

送受信周波数 ； 1ch - 9ch:422.2000M反 - 422.3000MHz 
(12.5kHz ステリプ） 0 1  ch - 1 1ch:422.0500MHz - 422. 1 750MHz 

中継装置使用時 ： 1 0ch - 1 8ch: 
送信 440.2625MHz - 440.3625MHz 
受信 42 1 .8 125MHz - 42 1 .9 1 25MHz 
1 2ch - 29ch: 
送信 440.0250MHz - 440.2375MHz 
受信 42 1 .5750MHz - 42 1 .7875MHz 

電 波 型 式 ： F3E/F2D 
通 信 方 式 ： 単信あよび半複信万式
送 信 出 刀 ： 1 0mW 以下 （ 電波法施行規則第6条適合 ）

受 信 感 度 ： ー 1 3dB µ V 以下 ( @ 12dB SINAD) 
低周波出力 ： 60mW 以上 ( @ 4 0、 60mW 時歪率 1 0% 以下 ）、 電源電圧 1.5V 時
動作温度範囲 ： 一 1 0℃-+ 50℃ 
定 格 電 圧 ： DC 1 .2V 
動作電圧範囲 ： DC 0.95V - 1 .7V 
本 体 寸 法 ： 4 7.0 x 80.0 x 22.0mm ( 幅X高さX奥行き ： アンテナあよび突起祁を含ます ）

本 体 重 ；；； ： FTH-3 14 : 約 83g
FTH-3 14L : 約 85g
（ ベルトクリップあよび電池を含まず ）

RoHS 指令準拠
この定格は性能向上のため予告なく変更することがあります

スイッチ I キ I 属押L, I 鰭押し
通話モ一ドの切り替え

IVIODE (CTCSS/OCS、 秘話）
セットメニュー項目設定

（セ外メニュ一時）
＾ チャンネルアップの早送り チャンネルアップ
‘’ チャソネルダ7'_)の早送り チャンネルダウン

キーD刃 ワソタッチボリューム
（セ介メニュー PS"ぶ＇時）

゜" キーロッグ及び セットメニュー項目後退ディス7l,-/非表示
（セットメニューhd "Qt,' 詩） （セyトメニュ一時）

心E (押し祖fら ） →‘‘ グル ー プ尤心モードの設定
MODE (押頃ガ5) → PTT 自動 PTT ホー1訃機能

（セットメニュー Ph "O�' 詩）
PTT (限ぷがら ） → MODE J---ルサイ*ーソの送信

On (押し邸ら） → 電源スイッチ キーロッグ及び
ディスカノイ非表示

MODE ( 限忠15 ) → 電覇スイザ セットメニュ---{J)操作
＾ （ 視ながら ） → 電源スイサ 中籠機能チャツネル追刃 ・ 削除
" ( 押けばら ） → 霞むイガ モーダー機能

A. + - + MODE →霞ねイザ → PTT 吟リーリセリト

株式会社エクセリ　東京都中央区日本橋浜町2-30-1 / 大阪府大阪市中央区久太郎町1-9-5　URL : https : //www.exseli.com/




